








要約 

心拍数が種々の内的,外的条件により変動することはよく知られており,主として循環系に

対する自律神経性調節によるものと考えられている。 

安静時の心拍数の変動については, 

1.呼吸周期に一致した数秒周期の変動 

2.より大きな数十秒周期の変動 

の 2種類の時間変動があることが知られている。成人においてはこれらの心拍数の変動の

パターンが加齢とともに変化することが報告されている。 

しかし,小児期,ことに呼吸開始直後の新生児から乳児期にわたる心拍数変動の経時的変化

に関する詳細な研究は数少ない。本研究では循環系・呼吸器系の発達・適応の指標として

の,新生児心拍数の時間的変動の意義について検討する。 


